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論 文 内 容 の 要 旨
われ われの 日常 は、様 々な感情 に彩 られ る ことでいきいき と営 まれている。喜び の感情 で満
た され る こともあれば、悲 しみ の淵 の底で欝 々と した 日々を送る こともある。
今 日の心理学的研究 は、ふだ ん何気 な く行われて いる習慣が 、感情調整 に寄与す る機能 的仕
組 を備 えている ことを明 らか に しつつある。 中で も化粧 という身近な 日常行為 は、 この仕組 を
明 らか に して行 くため の貴重な示唆 を与 えて くれ る。
心理学 にお いては、常 に実際 の生活場面で の人間行動が想定 され ている。 しか し、実験統制
上 の制約か ら、 ともす ると実生活 の視点が置 き去 りにされ る場合が ある。 これは方法論的 問題
を投げか ける。
感情 の研究 にお いては、過去、生理心理学的 アプ ローチ によって多 くの成果が生 まれて きた。
厳 密な実験統制が求め られるゆえんである。 その一方 で、 感情体験は 日常生活 の文脈 の 中で意
味付け され るものであ り、社会 と切 り離 された実験 室の中だ けで論ず ることはできない。
感 情研究は、 生理心理学、 ある いは社会心 理学 とい う個 別の領域 を越えた、広 い視 野の枠 組
を必 要 とする ものである。そ のための新 たな枠組が社会 生理心 理学(socialpsychophysiology)
である。
本 論は、 日常生活 で生 じるス トレス反応(負 の感情)に 対 し、社会 生理心理学的な検討 を試
みた ものである。 全体 は2部 構成 にな ってお り、第1部 で は、議論す る課題 を提示 した。第2
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部 で は、 そ の解 決 の た め の研 究 を示 した 。
以 下、 論 文 の構 成 に従 って 要 約 す る。
◆ 第1部 導 入/課 題 の 設 定
第1章 ス トレス研 究 の 概 観
こ こで は、 ス トレス研 究 に お け る これ まで の用 語 法 的 ・概 念 的混 乱 を 整理 した 。 そ の要 点 は
以 下 の通 りで あ る。
①13世 紀 末 ～14世紀 初 頭 に、distresseを短 縮 したstresseとい う 日常 語 が 発 生 した 。 以 来 、
今 日の 日常 用 法 に近 い 「苦痛 」 の よ うな 意 味 で 用 い られ て い た。
②!7世 紀 後 半 に は物 理 ・工学 的な 定 義 で ス トレス が 用 い られ始 め た。
③19世 紀 初 め、 日常 語 に お いて 、 ス トレス は 外 か らか か る力 と、 そ れ に抗 す る 物 体 ・人 間
の両 者 を指 す よ うに な っ た。 これ と 同時 期 に、 物 理 ・工 学 分 野 で ス トレス は 外 力 に抗 す る
応 力 と定 義 され た。
④ ス トレス を最 初 に 生物 学 領 域 で 使 用 した の は お そ ら くCannonであ り、遅 く と も1914年に
は 生理 学 の論 文 に採 用 して い る。 しか し、 この 時 は 学 術 用 語 で は な く、 日常 語 彙 か らの援
用 とも言 う べ き用 法 で あ っ た。
⑤ 今 日のス トレス研 究 の 発端 にな って い るの はSelyeが1936年に発 表 した 、非 特 異 的 な 有 害
作 因 に対 して 時 系列 的 に 生 じる汎 適 応 症 候 群 の 発 見 で ある。 但 し、 この 時 点 で は、Selyeは
ス トレス の 名称 を用 いて い な い。
⑥Selyeは この 論文 に 先 立 ち、 汎 適 応 症 候 群 を 生 じさせ る刺 激 をス トレス と して い た。
⑦ しか し1950年頃、Selyeは反 応側 を ス トレス 、 これ を惹 起 す る刺 激 ・作 因 一 般 をス トレ ッ
サ ー と定 め、 さ らに1973年に は 「あ らゆ る要 求 に対 す る、 身体 の非 特 異 的反 応 」 と い うス
トレス の一 般 的な 定 義 を整 えた 。
⑧ この 間 の 曲折 に端 を発 し、 そ れ 以 来 今 日に至 る まで ス トレス の用 語 法 に は 混 乱 が あ る。
⑨ とは い え、 ス トレス 概 念 は 生体 の広 範 な メカ ニ ズ ム を考 察 す る 上 で重 要 な視 座 を与 え 、
心 理 学 をは じ め とす る周 辺 領 域 に刺 激 を与 え な が ら、 学 際 的 な、 ひ とつ の研 究 領 域 を形 成
して 今 日に至 る。
これ を踏 まえ て 、 本 論 で は以 下 の約 束 の 下 で ス トレス を考 え る もの と定 め た。
① 刺 激 側 を ス ト レ ッサ ー(あ る いは ス トレス 刺 激 ・ス トレス 課 題)、 生 体 の 反 応 側 を ス ト
レス 反 応 と記 述 す る。 「ス トレス の 測 定」 「ス トレス 状 態 」 な ど、 これ 以 外 の ス トレス の 用
法 にお いて は、ス トレ ッサ ー ・ス トレス 反 応 に関 連 す る現 象 の 全容 を意 味す る もの とす る 。
②Lazarus(1991)同様 、 ス トレス 反 応 を 身 体(生 理)反 応 に 限定 しな い。 感 情 経 験 ・表
情 ・生 理 反 応 ・行 動 の変 容 を含 め て 考 え る。 よ っ て 必ず し も副 腎(皮 質)の 肥 大 ・胸 腺 や
リンパ 節 の 萎 縮 ・胃潰 瘍 の発 生 と い う三 主徴 を ス トレス 反応 の必 須 条 件 と しな い。 ゆ え に
非 特 異 的 と い う限 定 は 緩 や か に考 え る 。
③ 以 上 を踏 まえ 、 生 体 に と って 回 避 ・逃 避 の 要求 が 想 定 され る感 情 を 生 じさせ る 刺激 を ス
トレ ッサ ー 、 この 感 情 にお け る生体 の 反応 全 体 を ス トレス反 応 とす る。 す な わ ち、 本論 に
お け る ス トレス 反 応 とは 、 いわ ゆ る負 の感 情 に伴 う広 範 な反 応 を指 す 。
④ ス トレ ッサ ー と して は 心 理 的 ス トレ ッサ ー を 関 心 の対 象 とす る。
次 に、 この 定 義 に照 ら しな が らス トレス 測 定 に 関す る研 究 を概 観 した 。
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まず 、 ス トレス 反応 の2つ の主 要 経 路 で あ る、HPA系(視 床 下 部 一下 垂 体 一副 腎 皮 質)と 、
交 感 一副 腎髄 質 系 に 関す る 生理 的 役割 を 整 理 した 。 これ ら2つ の 主 要 経 路 の 最 終 メ ッセ ン ジ ャ
ーは 、 そ れ ぞ れ 、 コル チ ゾ ー ル とカ テ コ ー ル ア ミ ン(ア ドレナ リ ン ・ノル ア ドレナ リン ・ドー
パ ミ ン の総 称)と い う ホル モ ンで あ る 。
分 析 技 術 は20世紀 に急 速 な 進 化 を遂 げ 、 コル チ ゾ ー ル や カ テ コー ル ア ミ ンの 分 析 を可 能 に し
た 。 そ して1978年に は唾 液 か らコル チ ゾ ー ル を分 析 で き る実 用 技 術 が公 表 され た。 しか し この
技 術(RIA:radioimmunoassay)には放 射性 同位 元 素 を 用 い る とい う問題 が あ る 。
とは い え 、 こ う い った 分 析 技 術 の進 歩 は 古 くか らあ る 感 情 経験 と生 理 反応 の 対 応 、 いわ ゆ る
「心 身 相 関 」 の 問題 に新 た な展 開 を も た ら した 。Frankenhaeuser(1986)が提 案 した 、 主 と し
て 努 力 は ア ドレナ リン分 泌 と、 苦痛 は コ ル チ ゾ ー ル 分 泌 と関連 す る とい うモデ ル は 、 近 年 の感
情研 究 に大 き な 刺 激 を与 え て い る。
また、ス トレ ッサ ー の 測 定 に関 して も重 要 な 展 開 が あ った。 初 期 の 段 階 にお い て は 、ス トレ ッ
サ ー とス トレス 反 応 の 間 に は 一方 通 行 的 な 因果 モデ ル が 想 定 され 、 生活 上 の重 大 事 件 と健 康 の
関連 を見 出そ う とす る試 み が 行 わ れ て い た。 しか しLazarusらは、 個 人 と環 境 の 関 わ り合 い を
重視 し、ス トレス を 過 程 と見 なす 交 流 モデ ル を 提案 した。 そ して、 日常 の些 細 な 「や っ か い 事」
や 「気 晴 ら し」 へ の注 目を 喚起 した の で あ る。
第2章 化粧行為 の理解 と研究の概観
ここでは、化粧 の歴史 と現状 を考察 した。
この際、まず は文献 に基づ く化粧史 の考 察を行 い、古代か ら近世 に至る化粧(特 にメーキ ャッ
プ的化粧)の 歴史 は、主 と して特権 階級 の行為、宗教行事 にお ける行為 といった、 人や時 を選
ぶ特殊な行為か ら、一般 の人々が習慣的 に行 うふつ うの行為へ と変化 した のが特徴で ある と結
論 した。
次 に、近代以降 の化粧 の歴史は 「定着 ・深化」 の過程 と捉え、 日本 においては、 自 らの肌 を
慈 しむスキ ンケ ア的行為 は、 メーキ ャップが急速 に普及 ・発展 した近世以来、そ の類似行為 ・
準備行為の位置 に置かれてお り、20世紀末の現在 に至 り、スキ ンケアの名を得て メーキ ャップ
か ら概念的 に独立 した行為 にな った ことを示 した。
次 に、 自ら行 った調査結果 に基づいて、現在の化 粧習慣 の実情 を考察 した。 その結果、以下 の
結論を得 た。
① 化粧 は、 ほとん どの成人女性 が行なっている 日常的習慣 である。
② そ の習慣 化は青年期以降になされる。
③ そ の習慣化 の時期は若 年齢化 しつつある。
④ 習慣化 の動機 はスキ ンケア的化粧 とメーキャ ップ的化粧 で異なる。ス キ ンケア的化 粧は
従来、 メー キ ャップ的化粧 同様、容貌 の演 出を重視 して開始 されたが、近年、肌 の健 康を
重視 した動機 で行 われるよ うになってきた。 一方、 メーキャ ップ的化粧 は、成 人社会 への
参加 を契機 として 本格 的に習慣化 して いる。
⑤ 習慣が定着 した後 の化粧動機 もスキ ンケ ア的化粧 とメーキ ャップ的化粧では異な る。ス
キ ンケ ア的化粧 は肌 の健康重視、 メーキ ャップ的化粧 は容貌 の美化 に関連す る社会的動機
でな されて いる。
⑥ 上記 よ り、スキ ンケア的化粧は私的 自意識 に関連す る動機、 メーキ ャップ的化粧で は、
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公 的 自意識 に関連す る動機で行われてい るとま とめ られる。 これ よ り、 スキ ンケ ア的化粧
を慈 しむ行為、 メーキ ャップ的化粧 を飾 る行為 と位置 付ける ことが できる。
⑦ 化粧 の開始理 由や頻繁に使用す る化 粧品 目には世代差が ある。 これ は単純 な加齢変化、
あるいは社会状況 の変化の反映なのか、今の ところ明 らかではな い。但 し、 化粧がその属
す る文化 に規定 された行 為であ るとい う歴史的考察 を踏 まえる と、加齢変化 に社会状況の
変化が重層 して得 られた結果であ ると考え られ る。
そ して化粧 に関す る心理学 的な研究 の歩 み を振 りか え り、そ の関心が以下 のよ うに まとめ ら
れる ことを示 した。
?
?
?
?
?
?
化 粧 療 法
顔 の 知 覚 研 究 にお け る 操 作 方 法 と して
リ ラ クセ ー シ ョン効 果 ・ス トレス 軽減 効 果 を もた らす 刺 激 として
香 りの 生 理 心 理学 的作 用(aromachology:アロマ コ ロ ジー)
心 理 学 的 立 場 か らの化 粧 行 為 そ の もの の理 解
文 化 比 較 の た め の題 材 と して
第3章 本論 の課題
このよ うな過程 を踏 まえ、本論 で明 らか にす べき課題 を以下 のように設定 した。
① ス トレス反応の生化学 的測定法 につ いて新たな知見 を加 える。
② この測定 技術 を応用 して種 々のス トレス反応 を測定 し、心理的ス トレ ッサー が加 え られ
た ときのHPA系、交感一副腎髄質 系のふ るまいの特徴 を検討す る。
③ 日常 のや っかい事 ・気晴 らしの特徴 を検討 し、気晴 らしの好例で ある化粧が ス トレス反
応 に与 える作用 を社会生理心理学 的見地か ら明 らか にす る。
◆ 第2部 実 証 研 究/課 題 の 解 決
第1章 ス トレス反 応 の 生 化 学 的 測 定 法 に関 す る 研 究
第1章 で は 、 課 題 ① 「ス トレス 反 応 の生 化 学 的 測 定 法 につ いて 新 た な 知見 を加 え る」 こと を
目指 して 行 な った 研 究 を提 示 した 。 得 られ た 成 果 を以 下 に箇 条 書 き に す る。
① 通 産 省 の 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト、 「人 間 感 覚 計 測 応 用 技 術 」 に参 加 した、 筆 者 を含 む 資 生 堂
の 研 究 チ ー ム は、 放 射 性 同 位 元 素 を 用 い な いHPLC(high-performanceliquid
chromatography)によ る分 析 技 術 を完 成 した 。そ して 、この技 術 を用 い た 唾液 中 コル チ ゾ ー
ル、 尿 中コ ル チ ゾ ー ル ・カ テ コー ル ア ミ ンの標 準 濃 度 を定 め る こ とが で き た 。
② これ に よ り、 血液 採 取 によ らな い ホ ル モ ン採 取 ・分 析 技術 の 利用 が容 易 とな った 。 実験
室 場 面 は も と よ り、 日常 の様 々 な場 面 に お け るHPA系 ・交 感 一副 腎 髄 質 系 の活 動 を、 医 師
以 外 の研 究 者 が 直接 測 定 す る道 を 開 い た。
③ コル チ ゾ ール は頑 健 なサ ー カデ ィ ア ン リズ ム を有 す る もの の、 これ が 睡 眠 時 間 に順 応 す
る こ とが 明示 され た。
④ ゆ え に、 コル チ ゾ ー ル のサ ー カデ ィ ア ン リズ ム 維 持 機 構 に相 応 の負 担 をか け る終 夜 営 業
従 事 者 、 シ フ ト勤 務 者、 あ るい は 不 規 則 な 生 活 習 慣 の 者 につ いて は、HPA系 の活 動 に負 担
が 懸 念 され る。
⑤ 運 動 負 荷 は、 カテ コー ル ア ミ ン の著 明な 増 大 を促 す が 、 コル チ ゾ ー ル にっ い て は複 雑 な
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制御 機構 による調整が行われるためか明確 な反応 が観察 され なかった。
⑥ 心理学的な実験で コルチゾール ・カテコールア ミンを測定す る際の留意 事項が明 らか と
なった。コルチゾール について は、実験 を午前 中に行 なう場合、標準値 と照合 しなが らサ ー
カデ ィアン リズムの影 響 を考慮す る必要 があ り、 可能な らば14:00～18:00に行 うのが望 ま
しい。 カテ コールア ミンについて は、姿 勢や運動量 の統制 に十分 な配慮が必 要である。
第2章 ス トレス反応 におけるHPA系・交感一副腎髄質系の関与 につ いての研究
第2章 では、課題② 「この測定技術 を応用 して種 々のス トレス反応 を測定 し、心理 的ス トレッ
サーが加 え られ た ときのHPA系 、交感一副腎髄質 系のふ るまい の特徴 を検討 す る」 ことを 目
指 して行 なった研 究を示 した。
得 られた成果 を以下 に箇条書 きにす る。
① 安静状 態で生 じた怒 りと恐怖は、 ア ドレナ リンの分泌 のみ を促進す る。
② 喜び と悲 しみの同時 に生起する 「感動」は、 コルチゾール分泌 を促進す る。
③ 発表場 面のス トレス反応の特徴 は、ア ドレナ リンとコルチゾールの顕著な分泌促進で あ
る。
④ この生理 的反 応 のうち、 コルチゾールの分泌促進は主観的緊張 となん らか の関わ りが あ
るが、直接 の相 関は認 め られない。但 し、緊張 を感 じ始めたタイ ミングが早 いほうが コル
テ ゾール の分泌が大 きく促進され る。
⑤ 現 代の感情 は、多 くの場合、 身体活 動をあま り伴わない。 しか し、心 身の コス トとい う
観点で感情 を分類す ることができる。
⑥ この とき、身体的 コス トが大 きい と分類 され る感 情(興 奮 ・恐怖 ・怒 り ・緊張)は 、 ア
ドレナ リンや コルチゾールの顕著 な分泌 が認 め られた感情 とほぼ 一致 する。
⑦ 以上よ り、感情 に伴 う生理変化 は、感情経験 の内容 と何 らかの関連 を有 す ると考える。
す なわち、心理 的なス トレス反応 に対お けるHPA系 ・交感一副 腎髄質 系 の活動 は、 コル
チゾール とア ドレナ リンの分泌 を特徴 とす る。
第3章 や っかい事 ・気晴 らしに関す る研究/化 粧の ス トレス緩和効果 につ いて
第3章 では、 「③ 日常 のや っかい事 ・気 晴 らしの特徴 を検討 し、気 晴 らしの好例 で ある化粧
が ス トレス反応 に与 える作 用 を社会 生理心理 学的見 地か ら明 らか にす る」 ことを目指 して行
なった研究 を示 した。
得 られた成果 を以下 に箇条書 きにす る。
① 加齢 とともに家族や社会 との との関わ りが変容 し、やっか い事の内容 と量が変わ る。 こ
のとき、40代は家族 の責任 に関す るや っかい事な ど、最 も多 くのや っか い事 を抱 えた年代
であ る。
② 男性 よ りも女性 のほうが気晴 らし資源は多い。 また、60歳にな ると気晴 らし資源が減少
する。
③ 気 晴 らし行為は きわめて多様性 に富 み、 生理活 動の観点 か らも賦活が 予想 される もの と
鎮静が予想 され るものの両者があるな ど、個 人特性 や置かれた社会 的文 脈 によってやっか
い事 に もな る。
④ 日常雑事は、その多 くがや っか い事か気晴 らしか 、両義 的な行為 として認識 されて お り、
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どち らか とい うと気晴 らしとして作用 してい るものが多い。
⑤ 食事 の仕度 のような、家族のため に行な う家事 は加 齢に伴 って気晴 らしとする評価 が増
えるが、広義 の化粧 のように、 自分 自身のため に行 な う日常行為 は個 人特性の影 響が強 く
あ らわれ る。 このとき、スキ ンケ ア的化粧 を気晴 らしと感 じる ことは、 もっぱ ら他 者の視
線 を介 しない 自分 自身へ の関心で ある私的 自意識 と関連 し、 メーキ ャ ップ的化粧を気晴 ら
しと感 じるか どうか は私 的 自意識 と他者 の視線 を介 した公 的 自意識 の 両者 と関連 して い
る。
⑥ スキ ンケアにつ いて、朝行 う場合 には一 日の活動 開始 に弾 みをつ けるよ うな感情 が、夜
のスキ ンケアには一 日の疲れ をいやすよ うな心理的変化 が期待 されて いる。
⑦ スキ ンケ アは 自尊感情が高 く私的 自意識 が高い者 に とって、 メーキ ャ ップは 自尊感情が
高 く私 的 ・公的 自意識が高い者 にとって、 気晴 らしとしての積極的な意 味 を持 つ行 為であ
る。 よって、化粧行為は、 自らに対 し肯定 的かつ関心が 高い者が積極 的に行 うもの と考 え
られ る。
⑧ このとき、スキ ンケア ・メーキ ャップ ともに安 らぎをもた らす作用が ある ものの、 どち
らか と言 うとスキ ンケアは一層鎮静的な作 用を、 メー キャ ップは意欲 の向上につながるよ
うな作用 を担 う。
⑨ スキ ンケ アの一類であるエステティ ックマ ッサー ジは、心理的鎮静 ・平安 を もた らし、
HPA系 ・交感一副腎髄質系 の活動 につ いて、 リラ ックス とリフ レッシ ュの連続す る過程 と
して作用す る。
⑩ 新たな工夫 を採 り入れ たスキ ンケアにお いて も同様 の変化が得 られた。 これ は新 たな工
夫が新たな作用を もた らしたのではな く、 スキンケ アの作用 を強調 したが ゆえに得 られた
もの と考 え られる。
⑪ 適切なメーキ ャップを行 うことは、顔面神経麻痺 によって容貌 とともに傷害 を受 けた対
社会 的態度 を好転 させ る ことを助 け、積極 的に社会参加で きる状況 を整 える。
⑫ 化粧行 為はス トレス過程 を好 ま しい方 向に展開 させ る可能性 をもった気晴 らし行為 のひ
とっであ り、社会 生理心理学 的なス トレス反応緩和作用 を有する 日常行為で ある。 自 らを
慈 しむスキ ンケアは 「いや し」 と呼べ るような作用 を、 自 らを飾 るメーキ ャ ップ は 「はげ
み」 と表現すべ き作用 をもた らす と結論す る。
以上 のよ うに、本論 で立てた課題 を解決 した。
第4章 総 合 的 考 察
第4章 で は上 記 で 得 られ た 知 見 を整 理 した 後 に、 さ らに2つ の考 察 を 加 え た 。 ひ とっ は 、感
情 の 生 理 的 応 答 に 関 す るFrankenhaeuser(1986)のモ デ ル を再 考 す る こ と、 も うひ とつ は、 化
粧 によ るス トレス 反 応 緩 和 作 用 の モ デ ル 化 で あ る。
Frankenhaeuserのモデ ル は、 ア ドレナ リン と努 力、 コル チ ゾー ル と苦 痛 が 関連 す る とい う も
の で あ るが 、 本 論 の 結 果 か らは異 な る 結 論 、 す な わ ち、 「感 情 に伴 う 生理 状 態 は 、 感 情 が 潜 在
的 に 要求 す る心 身 活 動 に依 存 す る」 とい う新 た な作 業 仮 説 が導 か れ る(こ の作 業 仮 説 は、 戸 田
(1992)の主 張 とほぼ一 致 す る も の で あ る)。
感 情 が 今 の機 構 を 整 え た で あ ろ う時 代 にお い て、 怒 りや 恐 怖 な どは 身 体 的 エ ネ ル ギ ー消 費 と
関連 性 の 高 い(身 体 活 動親 和 性 の 高 い)感 情 で あ っ た と思 われ る。 こ の よ うな 身体 活 動親 和 性
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の高い感 情は、 ア ドレナ リンの分泌 と関連 し、実際 に運動が伴 う場合 は ノル ア ドレナ リン濃 度
をも増大 させ るのではないだ ろうか。そ して、知的活動 を伴 う(知 的活動親和性 の高い)感 情
はコル チゾール分泌を促 進す る と考 え られ る。
すなわ ち、感 情の身体活動親和性が ア ドレナ リンと、実際運動の付随が ノル ア ドレナ リン と、
感情 の知 的活動親和性が コルチゾール と関連す るという仮説的モデルが浮かび 上がってきた。
次 に、化粧 によるス トレス反応緩和作用 のモデル化 を試みた。
化粧 とは、体 表の健康 を維持す るた めの自 らを慈 しむ行為 と、容貌や 印象 を美 しく整 えるた
め の自 らを飾 る行 為か らなる。 これ ら化粧行為は、 自らへの関心 に動機づ け られて行われ るも
ので ある。 鏡台 の前で自分 の顔 を見て、 自 らに触れ るとい う行 為は、 自己へ の関心 を高め、 日
常生活で降 りかか ったス トレッサーか ら自分 自身の 身体へ と関心 を転回 させ るだろう。 これが
HPA系や交感一副腎髄 質系の興奮 を鎮め、ス トレス反応を緩和す る有効 な気 晴 らしにな って い
る背景だ と思われ る。
と りわ け自 らを慈 しむスキ ンケアは、きわめて高度に関心 を 自らの身体 に向かわせ る行為で
あると考 え られ る。一方、 メーキ ャップは私的 自意識 とともに公的 自意識 との関連 も強い。 自
らを飾 る ことは 自己を社会的存 在 と して他者 との関係 め中に位置 付 ける行 為 ではな いだろ う
か。
化粧 は、感情 の鎮静化や 自己認知 への作用 を通 じてス トレス 反応 を緩和 する。そ して、容貌
の好 転や、そ の行為 によ って顕在化 された公的 自意識を介 して、 社会参 加の心的資源 を増加 さ
せ、対 人場面 のス トレス反応 を緩和 する。 この仮 説を図2-4-2-1に図示 した。
この図で は、 化粧行為 を広 く支 える心的特性 として 自尊感情 をおいた。そ して、 「いや し」 も
「はげ み」 も私的 自意識の顕在化が裏 づけ とな り、 「いや し」 は これ が直接奏効 し、 「はげみ」
については公的 自意識の顕在化 が重層 して獲得 され る と考 える。
自尊感情
難難鑛
慈しむ 飾る
私的自意 識
の顕在化
公的自意識
内向
「心のアンテナ」
(関心の方向) 外向
いやし
心と身体
～個人内調整～
はげみ
私と社会
～社会的調整～
図2一牛2-1化 粧 の感 情 調 整 作 用 に 関す るモ デ ル
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化 粧 は 、Folkmanら(1997)、あ る い はLazarus(1980)らが 気 晴 ら しの効 果 と して あ げ た 、
「ス トレ ッサ ー か ら注 意 を逸 ら し」 「人 生 の 肯定 的 な 側 面 に気 づ か せ 」;「休 養 とな り」 「ス トレ
ス 過 程 に い る者 の 対 処 動 機 を維 持 させ 」 「個 人 的資 源 の再 補 給 と新 た な 資 源 獲 得 を促 進 す る 」
と い う全 て を満 た し、 さ らに、 私 的 ・公 的 自意 識 の 顕在 化 等 を通 じて、 肯定 的 な 感 情 を生 じ、
生理 状 態 を変 え、 ス トレス 反 応 を緩 和 す る 日常行 為 で あ る と思 わ れ る。
以 上 、 負 の感 情 と規 定 した ス トレス 反 応 の 諸側 面 を 明 らか に した 上 で、 化 粧 と い う 日常行 為
が ス トレス 反 応 の緩 和 に寄 与 して い る こ と を、 社会 生 理 心 理学 的 な観 点 か ら確 認 す る こ とが で
きた 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、感情が 日常生活 の多様な出来事 と関連 して生 じる ことを指摘 し、 感情 とス トレス
反応 との関係 を社会生理心理学的な観 点か らみて い こう とした もので ある。 また、化粧行為 の
心理学的機能 を解 明す るための重要な手がか りとなる実験 的デー タや調査資料 を収集 し、ス ト
レス とその緩和の仕組みについて詳細 な検討 を加 えた.
全体 は2部 で構成 されている。第1部 は導入/課 題設定で ある。第1章 で は、 ス トレス研究
を整理 ・概 観 した。第2章 では、化粧行為 の歴史 ・社会 ・文化 に言及 しなが ら化粧行為 を特徴
づけ、 さ らにス トレス研 究 におけるそ の位置 づけを試みた。.最後 の第3章 で は本論文 の課題 を
整理 し提起 した。第2部 は実 証研究/課題の解 決である。第1章で は、ス トレス反応 の生化学 的
測定法 を論 じ、 新たな検 出技法 の意義 について言及 した。そ して、 この技法 によって得 られ た
ス トレスホ ルモ ン活動 の基本 的な性質 を論 じた。第2章 では、 ス トレス反応 にス トレスホルモ
ンが どのよ うに関わっているかを明 らかに した。第3章 では、 日常の出来事が時 に示す負の心
理 的効果 の面に焦点 を合 わせ なが ら、そ うした出来事 に由来す るス トレス反応 を化粧が緩和す
る効 果 をもつ ことを実 証的 に証拠 づ けた。第4章 は論文全体 の要約 と総合 的考察 とな って い
る。
第1部 第1章 で は、ス トレス研究 を概観 しなが らス トレスおよびその関連用語 を整理 しなお
し、生理生物学的領域で のス トレスの意味 を明確 化 している。 そ してそ の考 え を敷術 して、心'
理的ス トレス に言及 した。すなわち、回避 ・逃避 と結合 した感 情を生 じさせ る刺激 をス トレッ
サー、 この感情 に起因す る生体の反応全体 をス トレス反応 とした。そ の上で従 来のス トレス測
定 に関する研究 を概観 して いる。 まず、ス トレス反応の主要な出力経路 とされ る、HPA系(視
床下部 一下垂体 一副腎皮質)と 、交感一副腎髄質 系そ れぞ れのホルモ ンで あ る、 コルチゾール
とカテコールア ミン(ア ドレナ リン ・ノル ア ドレナ リン ・ドーパ ミンの総称)に 注 目した。 こ
れ らホル モ ンと心理的因子 との関係 を詳細 に検討す るとともに、ス トレッサー に関す る新 しい
視点 を追求 した。
第2章 で は、化粧行為 について論 じた後 に、それ に関連す る一連の先行 研究 を概観 して いる。
すなわ ち、化粧行為 の歴史 ・社会 ・文化 に言及 しなが ら化粧行為 を特徴 づけ、それ にもとつ い
てス トレス研究 にお けるそ の位置づ けを試みた。特 に、 リラクセーシ ョン効 果やス トレス軽減
効 果 をもた らす刺激 と して化粧 の機能的意義 を指摘 した。
以上の ような検討 をも とに、論者が設定 した課題が第3章 に要約され てい る。 まず 、本論文
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が とって いる社会生理心理学的立場については、感情 のもつ社会発 生的な性質 を踏 まえて、心
身反応 を統合的 ・総合的観点 か ら接 近する枠組み を与 えるものと規定 した。そ のよ うな立場 か
ら設定 した課題 は、① ス トレス反応 の生化学 的測定法 の適用範 囲 と応用可能性 の検 討。②HPA
系、交感 一副腎髄質系活動の特徴 の検 討。 ③ 化粧が もつ気晴 らし作用が抗ス トレス効果 をいか
に有す るか を明 らか にする こと、 であった。
第2部 第1章 はス トレス反応 の生化 学的測定法 について論 じた。特 に注 目す べき成果 の一 つ
は、唾液 中コルチゾール、尿 中コル チゾール ・カテ コール アミンの標準濃度 を定める新 しい技
法を導入 し、血液採取によ らないホルモ ン採取 ・分析 を容 易にした ことで ある。 その結果、 コ
ルチゾールは頑健なサ ーカデ ィア ンリズムを有す る こと、そ して睡眠時間 に順応す る ことをま
ず 明 らかに した。次いで、運動負荷条 件では、 カテ コール アミンの著 明な増大が認 め られ るも
のの、 コルチゾールについては複雑 な制御機構 による調整が行われて いることを推察 した。
第2章 では、ス トレス反応 における}IPA系 ・交感一副腎髄質 系の関与 について詳細な検討
を行 った。 ここで得 られ た主 な成果 は、安静状態で喚起 され る怒 りと恐怖が ア ドレナ リンの分
泌 のみを促 進する こと、喜び に悲 しみが ともな うときに生 じると仮定 した 「感動」 には、 コル
チゾール分 泌の促進が認 め られ た ことである。 この成果は、従来言われて きた感情 のカテ コー
ル ア ミン仮 説 に再考 を促 す重要 な知見 である。実験室外 の現実場面で のス トレス反応 を検討 し
たのが、 人前で発表を しなければな らないような場面で の例で ある。 ここで のス トレス反応 の
特徴 は、 ア ドレナ リン とコル チゾール の顕著な分泌促進で あった。 このような結果 は、心理 的
なス トレス反応 の際のHPA系 ・交感一副腎髄質系 の活動 が、 コルチゾール とア ドレナ リンの
分泌 を特徴 とする ことを明 らか にした。
化粧 が もつ気晴 らし作用 の抗ス トレス効果 につ いて主 として検討 を加 えた のが第3章 で あ
る。気 晴 らしやや っか い事 に関す る綿 密な意識調 査結果 を踏 まえて検討 を加 えた 中心 的課題
は、 エステ テ ィックマ ッサー ジで あった。 これは心理的鎮静 ・平安 をもた らし、H:PA系 ・交
感 一副腎髄質 系の活動 を リラ ックス させ るとともに、 リフレッシュ感 を高揚 させ る連続的な作
用 を被験者 に及ぼ して いた。 メーキ ャップの効果 に関 して も興 味 ある知見 を得た。そ の一つが
顔 面神経麻痺 によって容貌 とともに傷 害 を受 けた人 の社 会的適応 を改善 で きる とす るもので
あった。
最終章 の第4章 は、本論 の要約 と全体的な考察 とな っている。得 られた知見 を整理 した結果、
感情 にともな う生理的状態 は、感情が潜在的 に要求する心身活 動 に依存する という結論 に達 し
た。そ して、化粧 によるス トレス反応緩和作用のモデル を導出 し、感情が身体活動親和性の高
い場合は ア ドレナ リンと、実際運動 と結びつ く場合は ノルア ドレナ リンと、 そ して感情が知的
活動親和性 の高いもので ある場合は コルチゾール と関連する ことを示唆 した。
本論文で述べ られた実験や調査およびそ の結果 の解釈や説明は、かな り込 み入 った ものであ
る。 また、扱われて いるテーマの特殊性か ら、用 語上の整 理が さ らに必 要 と思われ る論文 では
あるが、綿密な方法論的検討に もとつ く実験や調査 が行 われた結果、そ の個 々の成果には評価
できる部分が少な くない。組織 的検 討の少ない この種 の課題 に対 し、 これ らの成果は斯界 に寄
与する ところ大である。
よって、本論文の提出者は、 博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 するもの と
認め られ る。
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